
KINKI 

UNIVERSITY 

CENTER 

FOR 

CLINICAL 

PSYCHOLOGY

近畿夫学
臨床穐理センター 紀異

第2巻

2009



臨床心理セ ンター紀要 第2巻 目次

◎巻頭言

「心理療法の領域の新しい展開」臨床心理センター長

◎特別寄稿

「少年非行における発達障害」藤川洋子

人見一彦 1

嚇心理療法の新 しい領域

「遺伝 カウンセリングー家族性腫瘍診療の視点から」田村和朗

3

⑳心理療法の展開

「日本の心理療法一内観法の誕生と国際化」榛木美恵子

ll

「スポーツ傷害における心理学」直井愛里

◎心理療法の実践

「『うつ病』者の復職段階について」越智裕輝

「アスペルガー症候群Tく んから学んだこと一そのひたむきな姿勢に支えられて」山口直子 ……

「身体化障害の心理一性愛の精神病理」人見一彦

25

35

◎調査 ・研究

「青年期における悩み体験に関する研究
一ス トレス反応、解離性体験および自傷行為 との関連」青野明子

「対人援助職のメンタルヘルスの問題を相談事例から考える」奥野洋子

「分析心理学におけるアルコール依存症
一断酒会初代会長 松村春繁におけるindividuationprocess」 人見佳枝

41

57

65

75

89

●緩和ケアの実践

「がん性疾痛の薬物療法」原 聡

101

「当院の緩和ケアチーム活動の1例 」高橋絵里子

O精 神医学基礎講座

「対象関係と自我の統合力」人見一彦

109

117

●相談室報告

「近畿大学医学部学生相談室 平成19年 度 ・20年度 活動報告」原田智子 ・白川 治

○紹介

「さくらクリニック平成20年 度の活動報告」齊藤千恵子 ・東奈緒子

123

。・・・・・…127

O活 動報告

近畿大学臨床心理セ ンター平成20年 度活動報告

139

近畿大学臨床心理セ ンター規程

ス タッフー覧

151

160

161



Bulletin of Center

Kinki

for Clinical

University

Psychology

Vol. 2

CONTENTS

Foreword

HITOMI. Kazuhiko

Brief Report
 FUJIKAWA, Yoko

Developmental Disorder in Juvenile Delinquency

Articles

 TAMURA,  Kazuo

Genetic counseling:

HARIKI, Mieko

Japanese

through the viewpoint of medical

psychotherapy - Birth and

intervention for

Globalization of Nai kan therapy

familial tumor

 NAOI. Airi

Psychological

 °CHI. Hiroki

On Stages

Aspects of Sport Injuries

of Reinstatement for Patients with Depression

 YAMAGUCHI. Naoko

A study of a theapy for a boy with
- His earnestness

 HITOMI, Kazuhiko

Psychology of

AONO, Akiko

A study

served as

 somatization

asperger's

important

disorder -

driving

syndrome

forces in the

Psychopathology of

of experience in being worried
- Connection with stress

 OK  UNTO, Yoko

A study

 HITOMI,

of human

Yoshie

 responses,

service

Alcoholism in analytical
- Individuation process

HARA. Satoshi
Pharmacologic

 TAKAHASHI.

in adolescence

dissociation

therapy

Eros

experience

providers' mental health from

psychology
of Harushige

management in

Eriko

cancer

and self-inju

consultation

MATSUMOTO, the first

pain

A case

 HITOMI,

of activity of relief care team in Kinki

Kazuhiko

of Ego

 university

rious

case

behaviors

leader of Dansyukai

Object Relationship

HARADA.

Activity
and

 Tornoko

Report

 and Synthesis

and SHIRAKAWA.

of Student

2008 academic years.

SAITO,

Osamu

Hospital

Counseling Room in Kinki University School of

Chieko and AZUMA, Naoko
Records of clinical care in Sakura  Clinic from June, 2008 to March.  2009

Medicine in the 2007

Annual Report
 °KUNO,  Yoko..  NAOI,

Records of Center

 Airi: AONO.

for Clinical

Akiko;  YAMAGUCHI, Naoko and

Psychology, Kinki University from

 HITOIVII,

 April,

Kazuhiko

2008 to March, 2009



160 近畿大学臨床心理センター紀要 第2巻2009年

近畿大学臨床心理センター規程

(設 置)

第1条 本大学 に、近畿大学 臨床心理 セ ンター(以 下 「セ ンター」 とい う)を 置 く。

(目 的)

第2条 このセ ンターは、 臨床心理 に関す る教 育 ・研 究及 び臨床 活動 を行 い、地域社 会に対

す る臨床心理 的な相談活動 と専 門家 の養成 に寄与す る ことを 目的 とす る。

(事 業)

第3条 このセ ンター は、前条 の 目的 を達成す るため、次 の事 業を行 う。

(1)臨 床心理 に関す る教育 ・研究

(2)地 域社会 に対す る心理 的な相談活動

(3)研 究会、講演会 の開催

(4)研 究調査、研修生 の受託

(5)そ の他 目的達成 に必要 な事項

(職 員)

第4条 このセ ンター に、次の職員 を置 く。

(1)セ ンター長

(2)研 究員

(3)事 務職員

2必 要があ る時 は、前項以外の職員 を置 くこ とがで きる。

3職 員 は専任のほか、本学所属の教職員 を兼任 させ、又 は本学以外の もの を嘱託 として

委嘱す ることがで きる。

(セ ンター長)

第5条 セ ンター長は、 このセ ンター を代表 し、セ ンター業務 を総括す る。

2セ ンター長 は理事 長が任命す る。任期 は2年 とし、再任 を妨げ ない。

(運営 委員会)

第6条 このセ ンターに運営 委員会 を置 く。

2運 営 委員会は、セ ンターの運営、その他重要事項 について協 議す る。

3運 営 委員会は、セ ンター長が必要 と認めた者 を持 って構 成す る。

4運 営 委員会は、セ ンター長が招 集 し、議長 となる。
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(会 計)

第7条 セ ンターの会計処理 に関す る事項 は、別 に定 める。

附 則

この規 定は、平成18年ll月1日 か ら施行す る。

平成20年 度 近畿 大学 臨床 心理 セ ンター ス タッフー・覧
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非常勤講師(臨 床心理士 ・箕面市教育センター相談員)
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編 集 後 記

近畿大学臨床心理センターが開設 されてから3年 目に

入 り、「近畿大学臨床心理七 ンター紀要」第2巻 が発行

される運びとな りました、ご多忙の中、幅広い専門分野

で活躍 されている先生方に論文を執筆していただき、充

実 した内容 とな りました。さまざまな形で本紀要の発刊

にご協力いただきました関係者の皆様に、お礼申し上げ

ます。

本 号を読んで くださった方々か らの率直なご意見や

ご感想 をお待ち してお ります。今後 もよろしくお願い

いたします。
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